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リニア整備課 

地域計画課 

 

 

 

リニア駅周辺及びその近郊における景観のあり方（考え方）について 

 

１ 趣旨・・・ 

「リニアの整備効果を地域振興に活かすビジョン（案）」について、駅周辺及びその近郊におけ

る景観のあり方を令和５年度末までにまとめ「環境・景観配慮指針（案）」として公表を予定して

おり、「環境・景観配慮指針（案）」の位置づけや現時点での景観のあり方（考え方）について報

告する。 

 

２ 報告事項 

 (1) リニア駅前広場における建築物等の形態意匠基準（デザインコード）について・・ 

  駅前デザインガイドラインに基づいて、リニア駅前広場における建築物等の形態意匠基準

（デザインコード）を設定する。また、景観デザインの方向性については景観デザインの啓

発や誘発また、対話型の景観づくりによって景観の創造的発展を目指していく。 

 (2) リニア駅前広場における視点場からの眺望の検証等について・・・ 

   リニア駅前広場において、美しい山並みや日本の原風景とも言える里山の風景を眺望でき

る視点場を設定し、高さのあり方など３Ｄデータを活用して検証を行う。 

(3) リニア駅周辺における「環境・景観配慮指針（案）」のイメージについて・・・ 

   リニア駅前広場における建築物等の形態意匠基準（デザインコード）に基づき、目標、目 

指す姿、誘導したい方向性を整理し、デザインコードや高さのあり方を踏まえリニア駅周辺

における景観育成基準を検討する。 

 

３ 検討の経過 

令和５年４月～  

・駅空間整備の景観形成に向けた考え方を検討 

  ・リニア駅周辺整備計画区域内の計画地盤面の高さ設定について検討 

令和５年６月～ 

・トータルデザインＰＪによる検討及び景観の専門家への相談 

・リニア駅前広場における建築物等の意匠基準（デザインコード）の検討 

  令和５年 10月～ 

  ・３Ｄデータを使った眺望の検証 

 

４ 今後のスケジュール 

  ・令和５年 12月 20日  全員協議会（閉会日） 
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【リニア駅前広場における景観デザインの方向性について】 

 

 

 景観デザインの啓発・誘導/対話型の景観づくりの創造的発展を目指す  

 

 

広場・駅舎を運用していく中で、使い方の変化や新たなニーズによって、新たに建築物や

工作物、什器、看板等などが必要になることが考えられます。また、イベント等の仮設テン

トや一時的な施設の設営も予想されます。それらの設置・検討に際して、広場全体の調和の

とれた景観を守りつつ、より時代に合わせた発展的な創造を促すためには、デザインガイド

ラインの理念を尊重しながら、専門家による「リニア駅前広場デザイン検討会(仮称)」を設

けることで、広場全体のデザインマネジメントを発展的な視点で行い、対話型の景観づくり

によって景観の創造的発展を目指します。 

検討会では必要に応じて、コンペやワークショップを行い、市民が参加可能な駅前広場づ

くりの運営が考えられます。 

検討会メンバーは飯田市、広場全体の設計者、地域住民、地元の建築家、広場全体の運営

管理者、地元の専門家等を想定しています。 

 

【イメージ図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飯田市 

広場全体の 

運営管理者 

 地元の専門家 

 
広場全体の 

設計者 

 
地元の 

建築家 

 

コンペやワークショップ等  

の実施 

 

リニア駅前広場 

デザイン検討会(仮称) 

  

広場内の 

デザインマネジメント 

 

新たな施設・設備の 

設置検討・設計・監理 

 

地域住民 

-　6　-



GL

( )
0

0

0

-　7　-



-　8　-


	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ



